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研究成果の概要（和文）：　

モチーフ的Donaldson-Thomas理論の壁越え公式の証明を与え，モチーフ的 Donaldson-
Thomas 不変量の生成関数の明示的計算に応用した．また，点つき曲面に対応する

Donaldson-Thomas理論及び団代数について，特に写像類群作用の立場から研究を進めた．

研究成果の概要（英文）：

We  provide  a  proof  of  wall-crossing  formula  for  motivic  Donaldson-Thomas  theory  with  its 
application to computations of generating functions. We also study  Donaldson-Thomas theory and 
cluster algebras associated to punctured surfaces, in particular from the view point of mapping class 
group action.
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１．研究開始当初の背景

Donaldson-Thomas 理論は 3 次元カラビ・ヤ

ウ 圏 の 対 象 の 数 え 上 げ 理 論 で あ り ，

Gromov-Witten 理論との等価性（ MNOP予

想）が提唱されて以降，盛んに研究が行わ

れてきた．一方，団代数は量子群の標準基

底の研究において Fomin-Zelevinsky によ

って 2000年に発見された代数系である．
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研 究 代 表 者 は 本 研 究 開 始 前 年 度 に

Donaldson-Thomas 理論の壁越え理論が団代

数の圏化を与えることを発見した．団代数

の構造は数学の様々な分野において発見さ

れている．団代数の構造が現れるところに

は，背後に 3 次元カラビ・ヤウ圏が潜んで

いると期待される．

２．研究の目的

団代数の理論において，その量子化（量子

団代数）が重要である． Donaldson-Thomas

理 論 の 精 密 化 と し て ， モ チ ー フ 的

Donaldson-Thomas 理論と呼ばれる理論の存

在が期待されており，その（特に壁越え公

式の）定式化が重要であった．

また，前項で示した期待を確認すべく，団

代数の更なる具体例を模索することも課題

であった．

３．研究の方法

モチーフ的 Donaldson-Thomas 理論は多くの

研究者によって定式化が進められており，

彼らと共同で研究を進めた．

研究代表者個人は，特に点つき曲面に付随

する Donaldson-Thomas理論及び団代数に着

目した．

４．研究成果

A.Morrison, S.Mozgovoy,B. Szendroi 各氏

との共同研究において， モチーフ的

Donaldson-Thomas理論の壁越え公式の証

明を与え，モチーフ的 Donaldson-Thomas

不変量の生成関数の明示的計算に応用し

た．

点つき曲面に対応する Donaldson-Thomas

理論の持つ写像類群作用に関する「保型

性」を発見した．

3 次元双曲幾何学において団代数の構造

が現れることを発見した．
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